






The origin of the grammar syllabus for basic Japanese:
Why are Japanese textbooks for beginners so heavy?　　　　　　　　　　　　　
The prototypes of the grammar syllabus for basic-level Japanese—“Nihongo kihon 
bunkee” and “Nihongo hyoogen bunten”—were published in 1942 and 1944 respectively. 
Both books led to the famous textbooks “Basic Japanese Course”（1950）and “Nihongo 
no hanasikata”（1954）after the war. The two textbooks had a strong influence on 
modern teaching materials. This paper points out that the grammar syllabus for basic-
level Japanese has undergone little change in these 60 years, yet Japanese textbooks 


























本稿では 4 級 3 級 2 級 1 級という旧試験の呼称をそのまま用いる。新試験





































































































































































































本課構成：　Section A  Main Text
　　　　　　Section B  Basic sentenses






1 ～（よ）うと思います（意向） 45 50
2 ～かどうか 52 50
3 ～かもしれません 53 35
4 ～から， 50 32
5 ～ことができます（可能） 38 28
6 ～ことにします × 46
7 ～そうです（兆候） 54 ×
8 ～そうです（伝聞） 54 26，39
9 ～たいです 37 27
10 ～たことがあります（経験） 40 39
11 ～たほうがいいです 50 「る」ほうが31
12 ～たら， 60 40
13 ～たり 57 25
14 ～つもりです（意向） 45 39
15 ～て～ます（動作順序、状態・手段） 25，27 25，25
16 ～て＋授受 59 40
17 ～てあります 28 29
18 ～ています（動作結果） 27 17
19 ～ています（動作進行） 26 16
20 ～ておきます（準備） × ×
21 ～てから 39 23
22 ～てください 30 16
23 ～てしまいます（完了，不本意完了） 52 40
24 ～でしょう 46 23
25 ～てはいけません（禁止） 48 41
26 ～てみます（試み） △てみたい 40
27 ～てもいいです（許可） 48 41
28 ～と， 55 18
29 ～ところです × 36
30 ～ないでください 30 42
31 ～ながら 48 40
32 ～なくてもいいです（許容） 48 34
33 ～なければなりません（義務・当然） 49 34
34 ～なさい 29 お～なさい10
35 ～なら 60 25
36 ～の 26 20，31




38 ～のです 52 38
39 ～のに 53 24
40 ～ば， 60 28
41 ～はずです × 39
42 ～ましょう（誘い） 47 △提案41
43 ～ようです（推量） × 36，40
44 ～ようです（比況） 42 ×
45 受身 56 42
46 お～します（謙譲） × 47
47 お～になります，～られます（尊敬） × 44
48 可能動詞・～られます 38 31
49 疑問視＋～か × 46
50 使役 57 45
51 使役受身 × 45













　なお，岩田（2014a）で主要教材の採択率が 3 以上のものを表 3 に示し


















































































































　 　This book is designed for beginning courses in hearing and speaking 
Japanese.It contains all the essential sentence patterns for learning to 













　 　This course aims at giving the student of the Japanese language the 
vocabularies,collocations and construction patterrns basic in speaking 




























































































































　現代の上級・中級の基準となっている日本語能力試験の 1 級・ 2 級につ
いて本節では詳しく考察したい。国際交流基金・日本国際教育支援協会
（2002）の 1 ・ 2 級文法事項についての概観（151）を引用したい。






1 ・ 2 級レベルの学習項目として多数存する。これら高度な‘＜機能
語＞の類’を数多く習得して正確に豊かに使うことが，（中略） 1 ・ 2
級レベルの学習者にとっては極めて重要な課題であるといってよい。
（151）」
最初に 3 ・ 4 級があって，それと同機能のものを収集したというニュアン
スが伝わる。 3 級にも言えることだが，何のためにこれらが必要なのか，
これらができることでどういった言語行動が可能になるのか，説明はない。
その割には 1 ・ 2 級で269項目ものサンプルが挙げられている。これはあ
くまでサンプルであり，試験にはこれ以外のものも出題されることが述べ
られている。これらのサンプルは，日本語の中級教材 7 冊，書籍 5 冊，文
学作品 4 冊，翻訳 2 冊，雑誌 5 種，新聞 2 種の用例調査を基に抽出されて
いるとのことだ。その際の規準として以下の記述がある。




「 1 級・ 2 級とは何か？」という質問に対して，「いうまでもなく 1 級・2 級
レベルと認められるもの」という選定基準は何も言っていないのと等しい。
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